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課題研究会名：歯科医療情報における交換・連携に関する研究会 
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佐々木好幸・東京医科歯科大学 
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永松  浩・九州歯科大学総合診療学分野 

森本 徳明・矯正歯科森本 

 

活動成果の概要： 

 課題研究会では、歯科領域の標準化を課題とした活動を継続しており、厚生労働省

で検討中の”口腔診査情報標準コード”の策定に貢献している。 

 その一環として、2017 年 11 月 22 日、第 37 回医療情報学連合大会（グランキュー

ブ大阪）で、共同企画 5”地域包括ケア時代の多職種連携に必要な歯科情報とは－ど

のように共有し活用するのか－”を、日本歯科医療管理学会と開催した。 

 この共同企画では、多職種連携で医科側が必要としている診療情報に焦点をあて、

厚生労働省医政局歯科保健課、日本医師会 ORCA 管理機構株式会社、社会福祉法人

聖母会聖母病院、臼杵市医師会、そして日本歯科医療管理学会の関係者から、現場で

必要とされる内容について、現状と課題を提示していただき、参加者とディスカッシ

ョンを行った。 

 また、同連合大会の公募企画シンポジウムとして、”地域包括ケア時代に歯科の情

報連携はどうあるべきか”を当研究会でオーガナイズした。 

 この公募企画では、h-Anshin むこねっと（はんしんむこねっと）」と口腔がん検診

の先行例をもとに、日本歯科医師会から個人情報保護に関する考え方と、医療情報連

携についての考え方が示された。 

 さらに、2018 年 2 月 1 日に開催の平成 29 年度大学病院情報マネジメント部門連絡

会議（大津）では、”病院の情報連携基盤を医科歯科多職種連携に活かす”と題した

歯科セッションを開催した。 

 大学病院での多職種連携から地域連携までをテーマとし、情報機器を活用した連携
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についても話題提供がなされた。この協議会では、歯科診療録に焦点をあて、電子診

療録としての運用実例、医科との連携、紹介状機能など病診連携の可能性を含めて情

報共有を行った。同時に、特定共同指導で歯科医療情報システム全般に関する指導内

容をもとに、歯科の電子カルテおよび電子化がどのような方向に進むべきなのか、参

加者との議論を展開している。 

 

資料 1．（第 37 回医療情報学連合大会共同企画詳細抄録） 

資料 2．（口腔診査情報標準コード仕様 Ver.1.0、厚生労働省、平成 29 年 3 月 14 日版） 

http://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-10801000-Iseikyoku-Soumuka/00

00145590.pdf 

資料 3．（第 37 回医療情報学連合大会ワークショップ詳細抄録） 

資料 4．（平成 29 年度 大学病院情報マネジメント部門連絡会議抄録） 
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療 IT 化検討委員会委員長）、医療情報学 37（Suppl.）、251-252、2017． 
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成 29 年度大学病院情報マネジメント部門連絡会議、2018、旭川． 
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マネジメント部門連絡会議、2018、旭川． 
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①平成 29 年度厚生労働省委託事業 歯科情報の利活用および標準化普及事業報告書、

公益社団法人日本歯科医師会、平成 30 年 3 月発行． 

②口腔診査情報標準コード仕様 Ver.1.0、日本歯科医師会、平成 29 年 11 月 17 日版． 

 


